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連
合
は
６
月
７
日
（
木
）
、
千
葉

県
浦
安
市
に
お
い
て
第
77
回
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
役
員
・
中
央
委

員
、
傍
聴
合
わ
せ
て
３
０
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。 

冒
頭
の
挨
拶
で
神
津
会
長
は
、
次

の
５
点
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
ま
し

た
。 ま

ず
、
「
底
上
げ
春
闘
」
を
表
明

し
て
３
年
目
と
な
る
２
０
１
８
春
季

生
活
闘
争
に
つ
い
て
、
要
求
提
出
組

合
数
が
大
き
く
増
加
し
、
早
期
決
着

の
流
れ
が
前
進
し
た
こ
と
、
さ
ら
に

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
組
合
が
賃
上

げ
を
獲
得
し
、
と
り
わ
け
３
０
０
人

未
満
の
中
小
組
合
の
い
わ
ゆ
る
ベ
ア

分
が
明
確
に
わ
か
る
組
合
に
お
け
る

賃
上
げ
率
、
大
手
組
合
を
確
実
に
上

回
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
働
き 

 ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

を
前
に
清
掃
活
動 

 

連
合
五
島
地
域
協
議
会
は
６
月
９

日（
土
）清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
を
前
に
町
を
き
れ
い
に
し
て
参

加
者
を
お
迎
え
し
、
き
れ
い
な
コ
ー

ス
で
競
技
を
し
て
も
ら
お
う
と
行
っ 

た
も
の
で
今
回
で
14
回
目
で
す
。 

   

方
改
革
関
係
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
労 

働
条
件
改
善
に
つ
い
て
も
相
当
数
の

組
合
が
成
果
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、
「
こ
の
流
れ
を
交
渉
中
の

組
合
や
社
会
全
体
に
波
及
さ
せ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、 

「
登
録
人
員
が
15
年
ぶ
り
に
公
称

７
０
０
万
を
超
え
る
な
ど
、
着
実
な

成
果
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
８
割

超
の
労
働
者
が
未
組
織
で
あ
る
。
２

０
２
０
年
の
『
１
０
０
０
万
連
合
』

の
達
成
に
向
け
、
全
て
の
役
職
員
が

日
頃
か
ら
組
織
化
を
意
識
し
、
社
会

全
体
に
う
ね
り
を
起
こ
す
こ
と
が
不

可
欠
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

政
治
情
勢

に
関
し
て
は
、
相
次
ぐ
不
詳
事
な
ど 

に
つ
い
て
触
れ
、
「
１
強
政
治
の
打 

破
と
国
会
の
立
て
直
し
が
急
務
。 

  

当
日
は
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
各

単
組
か
ら
36
名
の
組
合
員
、
家
族
が

参
加
さ
れ
、
中
に
は
１
歳
未
満
の
こ

ど
も
を
背
負
っ
て
参
加
し
た
組
合
員 

の
方
も
あ
り
、
約
１
時
間
に
わ
た
っ

て
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
町
内
会
の
清
掃
が
行
わ
れ

た
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
に
は
た
く
さ
ん
の
空
き
缶
や
ゴ 

ミ
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

者
の
協
力
で
こ
の
ゴ
ミ
も
キ
レ
イ
に 

野
党
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
、
連
合

全
体
で
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
」と
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

最
後
に
、
将
来
を
見
据
え
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
「
急
速
な
人
口
構
造

の
変
化
や
技
術
革
新
に
伴
い
、
将
来

世
代
の
生
活
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
。

未
来
を
切
り
拓
く
べ
く
、
今
後
の
連

合
運
動
の
長
期
的
な
羅
針
盤
と
な
る

『
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
）
』
の
作
成

を
進
め
て
い
る
」と
述
べ
た
上
で「
連

合
結
成
30
周
年
の
２
０
１
９
年
に

向
け
、
連
合
運
動
の
『
次
の
飛
躍
』

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
」

と
決
意
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し

た 

続
い
て
、
「
一
般
活
動
報
告
」
、

「
構
成
組
織
・
組
織
拡
大
実
績
報
告

（
２
０
１
７
・
10
・
１
～
２
０
１

８
・
３
・
31
）
」
、
「
２
０
１
８
年

中
間
決
算
報
告
・
監
査
報
告
」
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
事
項
で
は
、
次
の
５
つ
の
議
案 

 

取
り
除
か
れ
ま
し
た
。 

６
月
17
日
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
か
ら
大
会
運

営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

ま
す
。 

大
会
に
は
連
合
傘
下
の
組
合
の
組
合

員
も
出
場
し
ま
す
。
み
ん
な
で
声
援

を
送
り
ま
し
ょ
う 

   

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
１
号
議
案
：
役
員
選
出 

 

副
会
長
：
岡
島 

真
砂
樹 

日
教
組 

 
 
 

中
央
執
行
委
員
長 

※
構
成
組
織
の
役
員
改
選
に
伴
い
欠

員
が
生
じ
た
た
め
の
役
員
補
充
選
挙 

 

第
２
号
議
案
：
表
彰 

 

第
３
号
議
案
：
２
０
１
８
～
２
０
１

９
年
度
統
制
委
員
会
委
員
の
補
充
に

つ
い
て 

 

第
４
号
議
案
：
２
０
１
８
春
季
生
活 

 
 
 
 

闘
争 

中
間
ま
と
め 

 

第
５
号
議
案
：
２
０
１
９
年
度 

連
合

の
重
点
政
策 

   

最
後
に
、
逢
見
会
長
代
行
に
よ
る

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

（
連
合
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
６
・
８
） 

 

外
国
人
労
働
者
の
増
加
・ 

技
能
実
習
実
施
機
関
の 

約
７
割
が
労
基
法
違
反 

  

連
合
総
研
レ
ポ
ー
ト
５
月
号
で
は

「
外
国
人
技
能
実
習
に
お
け
る
制
度

の
見
直
し
と
今
後
の
課
題
」
が
特
集

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
我
が
国

で
就
労
す
る
外
国
人
数
が
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。 

「
厚
生
労
働
省
が
取
り
ま
と
め
た

『
外
国
人
雇
用
状
況
』
に
よ
る
と
、

日
本
で
働
く
外
国
人
労
働
者
が
２
０

１
７
年
10
月
末
で
約
１
２
８
万
人

に
達
し
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
６

年
に
技
能
実
習
性
実
施
機
関
に
対
し

て
行
っ
た
監
督
指
導
の
状
況
に
よ
る

と
、
５
，
６
７
２
件
の
監
督
指
導
の

内
70
・
６
％
に
あ
た
る
４
，
０
０
４

件
の
労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
あ

っ
た
。
主
な
違
反
事
項
は
、
（
１
）

労
働
時
間
（
23
・
８
％
）
（
２
）
使

用
す
る
機
械
に
対
し
て
講
ず
べ
き
措

置
な
ど
の
安
全
基
準
（
19
・
３
％
）

（
３
）
割
増
賃
金
の
支
払
い
（
13
・

６
％
）
の
順
に
多
か
っ
た
。
」 

（
連
合
総
研
レ
ポ
ー
ト
よ
り
） 

 

第
77
回
中
央
委
員
会
を
開
催 
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